











漸 ・ 跨 司*
低温セソターだ よりも創刊以来4半 世紀にな り、100号を迎 える。時に、ヘ リウムの液化成功からほ
ぼ90年、量子論 の始ま りか ら約100年にあた り、数年で21世紀 を迎 える時期で もある。学問 も大学 も日
本 も、そ して世界 も大 きな曲が り角 を迎 えているように思われてならない。
筆者 の専門に近い分野で言えぽ、中性原子やイオソに レーザー光を当て、その運動 エネルギーを光の
形で汲み出す とい う方法によりその運動を止めて極低温状態を実現する研究が進み、それが本年度のノー
ベル物理学賞の対象になった。 このような状態 にある物質は ウィグナー格子 を作 った り、ポース凝縮を
示すなどそれ 自身が興味深い研究対象であるばか りでな く、長い ドブ ロイ波長を利用 した原子干渉計は
重力場 の微少な変動の検出など超高感度計測への応用 も可能で、今後の発展が期待されている。
一方、最近では、固体 中の単一の分子や単一の微粒子 に関す る種々の測定 も行われるようにな り、例
えば固体に埋め込んだ単一分子の分光測定 を通 して固体 の中が詳細に分かるようになってきた。それに
よると、固体中の同 じような所 と思われる場所 も、実際の物質では必ず しも全 く同 じではな く、場所場
所 によってさまざまな個性がある。そのような個性を利用 したりそれをコソ トロール した りして1個 の
分子や イオン、電子 などに関す るさまざまな測定や制御 を行 うといった ことも可能 にな りつつあ り、そ
れはまた新 しい応用へ もつなが るものと期待 される。
21世紀は多 くの分野で新 しい夢 が実現 される時代であることは間違いない。 しか しまた一方では、来
世紀は多 くの難問を抱えた時代で もある。21世紀半ばまでに消費が見込 まれるエネルギーは現在埋蔵 が
確認 されている石油の量 に匹敵 し、現在の高度な消費文明 も一瞬の花火のように終わ らざるをえないの
ではないかとの予測 もある。 さらに、エネルギー問題 だけでな く、環境 問題 、人口と食料の問題、南北
格差の問題など、われわれは大 きな問題 をい くつ も抱えている。 これらは人類が英知を集めて一つ一つ
地道 に解決 して行かなければならない問題であろう。その場合、科学技術の見方や価値観を含めて人々
の意識の変革がどうしても必要なように思われ る。そのような観点からも、今後ます ます教育、特 に自
分で ものを考える教育が重要であろう。事実 を自分 自身の 目で捉 えて真実 を認識する力、正 しい方向を
見抜 く洞察力、創造性に加えて社会的にも国際的にも通用す る説得力、などがますます必要となるに違
いない。大学 において も、教育 ・研究を通 して知識だけではなく、科学者、技術者 としての眼や智恵を
養い、人類 とか地球 といった広い視野からものを考えることがで きる人材 を養成 してい くことが求め ら
れ よう。
次の4半 世紀にはどのような発見があ り、またどのような世界が見られるのだろ うか。各分野での さ
まざまな発展を期待 して筆を措 く。
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